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共立祭2008に参加
昨年10月18日(土)、19日(日)に神田一橋キャンパスにおい

て、「共立祭」が開催された。文芸OGネットは発足以来参加し

ており、今回も卒業生の作品の展示とバザーを行った。

共立祭は、大学・短大の他、中学・

高等学校、幼稚園との合同開催で、櫻

友会も協賛の形で参加している。開催

場所は本館を始め、全館に及び、体育
館では全国物産展やカフェ、講堂では

演劇、演奏、ファッションショーなど

のパフォーマンスが繰り広げられ、学

園周辺にまで華やかな雰囲気があふ

れていた。

本館 407 大学・短大で

は「」という
テーマで、サー

クルやゼミな

ど全47 団体の

展示や発表が

行われた。

文芸OGネ

ットの部屋の両隣は、絵本サークルに

よる創作絵本の展示、そして華道部古

流による作品の発表があり、花束の販

売も行っていた。

OGネットの展示は、山崎裕子さん

(昭和54年卒)による創作こけし、村

上智子さん(昭和38年卒)による鎌

倉彫の作品であった。

山崎さんの作品は木のぬくもりを

活かした存在感のある童子のこけ

しで、見る人の心を和ませてくれる

作品だった。村上さんの作品はお皿

や茶托、手鏡など、生活の中に美し

さを追究する姿勢がうかがえる作

品であった。

なお、パネルだけの展示であった

が、天使の造形作品を手がけている

松本千穂さん(平成4年卒)の創作

活動も紹介された。

バザーは今回も多くの方々に提

供・寄付していただき、盛況だった。

掘り出し物が多いせいか、毎年楽し

みに来てくださる方もいるようだ。

山崎裕子さんの創作こけし

村上智子さんの鎌倉彫作品

細かい「彩」の字で構成されたポス

ターは川瀬治子さん(昭和52年卒)

によるものである。

今回の共立祭では、初めての試みと

松本千穂さんの人形

(パネル展示)

して、ステー

ジ以外の企

画で参加す

る団体に対

し、1~2分

のPRタイ

ムが設けら

れた。OGネ

ットも横断

幕を手に展

示紹介のア

ピールがで

きた。

同窓生に

会えた喜び

も手伝って、

終始和やか

な雰囲気に

包まれた二

日間だった。

生け花

小池 己子さん

(S56卒)
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つくるとは 村上智子(S38 卒)

辞書で

「つくる」

をみると

たくさん

の意味が

記載され

ています。別の新しいものを生み出す

こと、例えば家をつくる、詩をつくる

等、もう一つは無いものをあるように

する、例えば庭を秋の野のようにつく

るとか、泣き顔をつくる、というよう

に･･････こうしてみると「つくる」こと

は、生きることのように思います。手

先が不器用、絵が描けない娘の私が鎌

倉彫を習うきっかけは、声をかけてく

れた上司へのごますりでした。

その後結婚、子育て生活で休むばか

り、嫌な顔もせず教えていただいた先

生には感謝で一杯です。稽古が終わ

り、先生手作りの美味しい料理をいた

だきながらの談笑が一番の楽しみで

した。ある時先生は私の彫りをみて、

「雑は雑なりに主張があるのね」と評

しました。

私にとっての創作とは

松本千穂(H4卒)

創作とは、

困ったこと

に日常的に

必要なこと

は一切まと

もに出来な

い私が、絶大

なパワーを

発揮できる

ことです。一時、創作なしに過ごした

日々は、まるで、ただ、永らえている

先生が亡くなられた時20年ほど

経っておりました。20年を大事に

近くの鎌倉彫教室にまた通うこと

にしました。やめたら何も残らな

い、続けたら老後が楽しいと、やめ

ないことに必死でした。

今度大学祭で我が稚拙作品を並

べ、続いたなあと熱くなりました。

単調な日々を自分のつくった皿や

鉢を並べて食卓を飾れたらいいな

あという思いは、正月をお節料理で

祝う膳で実現しました。重箱、取り

皿、箸、ビールの袴等々･･････思い描

いたとおり日々自分の作った品を

愛でながら使い、眺め、楽しんで生

きている私がいました。満足です。

創
機の美しさと木人形のかわいさ

に魅了され 山崎裕子 (S54卒)

「こけしはただかわいければいい

のだよ」

今は亡き恩師が常々おっしゃい

だけのようでした。

自己実現であり、そこからの広が

りでのコミュニケーションがあり、

そこからの刺激で更にまた新たな

作品を作る。つまり生きることその

ものです。以前に一度、「あなた自

身がアートですね」と言われたこと

がありますが、苦悩し、発見し、表

現する、そんな自分自身が、ある意

味では作品なのかもしれません。

具体的に言うと、私は人体が大好

ました。幼少期よく少年に間違えられ
る容姿の私でしたが、実はかわいい人
形や動物が大好きな少女でした。そし
て今から16年ほど前、創作こけし作

家の吉田多加志先生との出会いがあ

りました。

先生の温厚なお人

柄と、先生のかわい

く、いきいきとした木

人形に魅了された時

の熱い想いは今も鮮

明に蘇ります。

「好きな時、好きな様

に削ってごらん」と、

先生は の塊を一つ下さいました。縁

| あって私の手の中に委ねられた木。何

百年何千年もの年輪を重ねた木はた

とえ材木となっても、生命力を感じま

す。そして削る度に“はじめまして

と再び生まれ出て来る気がします。か

わいい木人形の姿となって。その

時が創り手の最も至福の時です。

人は誰も自分を表現する手段を身

に付けていると思います。自分にとっ
て最適な表現方法を見つけられたら

幸せです。木人形が私をそんな気持ち

にさせてくれました。作品は今の私の

心の表われです。作品達が次の私の世

界を広げ、縁を紡いでくれます。

きで、機能面、精神面、外見すべてに

おいての人間オタクなのです。その他

の事には殆ど興味がありません。そん

な私が、精神世界を表現するにあたっ

て、天使をモチーフに、可動する人体

そのものであるビスクドールを作る

とは、これ以上にピッタリなことはな

いと思っています。見事なまでに、一

体化しています。最近クロッキー会に

入りまして、また新たな境地が切り開

かれそうな感じです。
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